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城西大学薬学部　薬粧品動態制御学研究室

藤 堂 浩 明

1. 城西大学薬学部

城西大学は，1973年4月に薬学科と製薬学科からな
る薬学部を設置し，その後，2001年4月には，健康維
持と食の安全，さらには医療への薬学的貢献を掲げて，
管理栄養士を養成する医療栄養学科を加え3学科体制
となった。また，2006年には，薬剤師養成教育課程が4
年制から6年制に移行したのを機会に，旧制度薬学科と
製薬学科を廃止し，新制度薬学科（6年制，定員250名）
と薬科学科（4年制，定員50名）を設置し，現在薬学部
は，その2学科と前述した医療栄養学科（4年制，定員
100名）からなっている。大学院薬学研究科も学部変遷
にしたがって改編を重ね，現在では薬科学専攻（博士前
期課程および後期課程），薬学専攻（4年制博士課程），
および医療栄養学専攻（博士前期課程のみ）の3専攻を
有している。
筆者は2004年から，「臨床薬物動態学研究室」に所属
し，杉林堅次教授（現城西国際大学学長，城西大学薬学
部教授）のもとで，教育・研究活動に従事していたが，
2006年4月の薬科学科設置により，研究室名を医薬品
と化粧品の皮膚内および体内動態制御に関する研究を目
的とする「薬粧品動態制御学研究室」と改名し，引き続
き杉林堅次教授のもと教育・研究活動を行っている。本
学では薬学部内の薬学科および薬科学科の研究室をはっ
きり区別することとし，私が所属する「薬粧品動態制御
学研究室」は薬科学科に置かれ，ほかにも化粧品・香粧
品分野の「皮膚生理学研究室」，医薬品分野の「生物有機
化学研究室」，「天然物化学研究室」，「生物薬品化学研究
室」，食品分野の「機能性食品科学研究室」，「栄養生理
学研究室」などがある。これらの研究室に配属される学
生は，いずれも4年制薬科学科生であり，6年制薬学科
の配属生ではない点が他大の薬学部とは大きく異なって
いる。また，本学科はさまざまな特徴を有しており，そ
の一つとして海外セメスター留学がある。本制度は，留
年・休学することなく1年次後期期間（約半年間）海外
姉妹校に留学でき，本学と同じ内容の講義を海外姉妹校
にてすべて英語で受講することができる。本プログラム
は2013年度より開始し，すでに70名ほどが参加し，海

外での生活，オールイングリッシュの講義および試験を
経験している。さらに，海外派遣プログラムだけでな
く，受け入れプログラムも行っており，毎年10名程の
留学生を海外姉妹校から3週間から6カ月の期間受け入
れている。本学学生は，海外留学や留学生と研究室活動
を通じ，薬学領域での実践的な英語力の修得だけでな
く，真の国際人として急速に進む国際化のなかで，多種
多様な歴史文化や思想に対して向き合う機会を得ること
ができる。

2. 薬粧品動態制御学研究室

杉林堅次教授が主宰する薬粧品動態制御学研究室に
は，現在，2019年度より赴任した板倉祥子助教を含
め教員3名，博士研究員1名，博士後期課程2名（D3: 
1名，D1: 1名），博士前期課程15名（M2: 7名，M1: 8
名），学部生16名（B4: 10名，B3: 5名，B2: 1名）が所
属している。また，上記メンバーには含まれていない
が，秋季入学制度にて入学した社会人博士課程の学生
1名が2019年9月に無事に課程を修了し，学位を取得
している。さらに，マレーシアの姉妹校であるManage-
ment and Universityから2名が研究室インターンシップ
に参加しており，半年間にわたり研究活動を行ってい
る。所属学生のうち5名が海外からの留学生であり，積
極的な国際交流を展開している。また，研究活動につい
ては，高山幸三招聘教授にも参画いただいており，非常
に恵まれた研究環境にある。

3. 研 究 内 容

研究室の研究テーマのほとんどは皮膚に関係してお
り，今では医薬品の経皮吸収だけでなく化粧品の皮膚浸
透や internet of things（IoT）技術とマイクロニードルなど
のアクティブデバイスを用いた中・高分子物質の皮膚透
過促進についても研究範囲を広めている。以下，最近の
研究室の動向を中心に紹介させていただく。

3–1. 医薬品や化粧品有効成分の皮内動態解析および効
能の速度論的評価

皮膚に適用した医薬品や化粧品有効成分の皮膚透過性
は，拡散理論を中心とした速度論で解析することができ
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